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お店屋さんごっこを楽しんだよ
　1月 26日（水）双葉保育園の園児たちがお店屋さんごっこをしまし
た。
　売り手の園児は、店舗に手作りの商品を
並べ「いらっしゃい。いらっしゃい」と元
気な声でお客を呼び、レジでは商品を渡し、
お金を受け取る体験をしました。
　買い手の園児は、手作りのお財布からお
金を取り出し、上手に買い物を楽しんでい
ました。

Chec
k！

　2月 7日（月）、北海道電力株式会社及び北海道電力ネットワーク株式会社と「大規模災害時におけ
る相互協力に関する基本協定」を締結しました。

【協定の概要】
・停電復旧作業の支援
・施設・敷地・資器材等の資源提供
・停電情報、被害状況の情報共有

　今後は、本協定に基づき、平時より意見交換や情報交換を実施
するとともに、大規模災害時には相互に連携し、被害が発生した
道路や電力設備の早期復旧に向け、迅速かつ的確に対応します。

北海道電力株式会社・北海道電力ネットワーク株式会社と
災害時協力協定を締結しました

Chec
k！

　昨年４月 26日からスタートしました、ワーク
ショップ（以下「ＷＳ」と略）も約 11ヵ月間で
専門部会等を含め 21回の会議を開催し、２月 17
日の第 13回ＷＳをもって、報告書を取りまとめ
フィニッシュいたしました。
　最後のＷＳには、細川町長にも同席をいただき、
報告書内容の説明を受け、ＷＳ畑正志代表から報
告書を受け取りました。
　細川町長からは「これまでの計画に無い、素晴

らしいビジョンを策定（提言）いただいた。今後、
一つでも多く実現できるよう進めていきたい。」と
御礼を述べられました。
　「幌加内町まちづくりビジョン報告書」について
は、３月２日以降、町ホームページで公表される
ほか、町民は役場で閲覧が可能となりますので、
閲覧を希望される場合は、役場地域振興室（電話
35-2121）までご連絡をください。

幌加内町まちづくりビジョン策定ワークショップの終了について
Chec

k！
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インフォメーション information

ご厚志に感謝します
　◆ふるさと納税◆　～ １月分の寄付申出状況 ～

１月分の申出状況は《８３件》ありました。たくさんの応援メッセージが幌加内町の力になり励みになります。
※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

１月３日　田嶋　英治　様（千葉県）
１月８日　遠藤　康治　様（北海道）
１月８日　増田　章吾　様（兵庫県）

令和３年４月から令和４年１月までの寄付申込件数は《4,730》件です

住民課環境衛生係からのお願いについて
＊ごみの出し方について今一度ご注意ください。

■段ボールの出し方について
　現在、送り状伝票（複写式）がついたまま出される方がおります。リサイクルする上で、送り状伝票（複
写式）が障害となります。また、個人情報の観点からも今後は、送り状伝票をはがして出していただきま
すようお願い致します。　

段ボールからはがした送り状伝票は
燃やせるごみに出してください。

■発泡スチロールの出し方について
　段ボールの出し方同様、送り状伝票（複写式）については、はがして
ください。また、ガムテープやラベル等のシールはできる限りはがして
出すようにしてください。
※本町では、処分場において、減容処理（粉砕）を行った後、リサイク
ル業者へ引き渡しております。減容処理機の刃にシール等がくっつき、
粉砕に影響を与えます。

■紙類の出し方について
　新聞紙、雑誌類など、紙の種類別ごとに分けて出してください。
　　例）　教科書、参考書、カタログ、ノート（糊付けされたもの）　⇒　雑誌類
　　　　 ルーズリーフ、コピー用紙（A4用紙等）、チラシ　⇒　新聞類
　※ファイルに入れたままでは、紙類として処理できません。必ず取り出して、それぞれ分別してください。
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インフォメーションinformation
ほろみん号時刻表

　令和４年４月１日から、ほろみん号の終点を「森山病院前」に変更します。
　兼ねてより、町立幌加内診療所と医療連携を行ってきた森山病院が宮前通りに移転したことに伴い、
医療連携を更に深め、移動の利便性を向上させ町民が健康に暮らせるよう、変更するものです。

自家用有償旅客運送「ほろみん号」
ほろみん号の運行時刻と乗降場所は下記のとおりです。

運行曜日 月・水・金 火・木
便名

行先 第１便 第２便 第１便 第２便

幌加内町役場前 9:00 14:00 8:00 13:30
高校前 9:02 14:02 8:02 13:32
平和 9:04 14:04 8:04 13:34

新成生三又路 9:06 14:06 8:06 13:36
（沼倉・松田）
交　差　点 9:08 14:08 8:08 13:38

親和（中河牧場）
交　差　点 9:10 14:10 8:10 13:40

弥運内（熊野・小山）
交　差　点 9:12 14:12 8:12 13:42

沼牛会館前 9:14 14:14 8:14 13:44
（水上交差点） 9:16 14:16 8:16 13:46
下幌会館前 9:18 14:18 8:18 13:48

旭川赤十字病院前 10:00 15:00 9:00 14:30
スマイルホテル旭川前 10:05 15:05 9:05 14:35
森山病院前 10:13 15:13 9:13 14:43

↓
幌加内町役場前 11:23 16:23 10:23 15:53

※復路は、旭川赤十字病院前は、停車しません。スマイルホテル前、森山病院前は、上り下りともに、
上記時刻に乗降可能です。
※始発着以外の停留場は、ジェイ・アール北海道バス深名線と同じ箇所ですが、道路交通法により、停留
所10メートル以内での停車が禁止されていることから、ほろみん号は、停留所から10メートルを過ぎた
箇所で停車しますのでご理解願います。

■ほろみん号を利用するには
　① 乗合タクシーの予約
　　　　（1）予約は、利用の前日までに下記へ連絡してください。
　　　　（2）予約をキャンセルする場合においても同様にお願いします。
　　　 株式会社　士別ハイヤー
　　　（予約受付：0165―23―5000 ･ 受付時間：10：00～ 17：00まで）
　　　 ※土日祝の予約受付が可能になりました。

（1）例：「10月４日（水曜日）１便の役場前から利用します。」とお伝えください。
（2）例：「10月６日（金曜日）２便の役場前からの予約をしていた○○ですが、キャンセルします。」

とお伝えください。
　なお、仮予約での受付はできません。また運転手が予約を受けることもできません。

4広報ほろかない｜　2022.3月



インフォメーション information
■利用料金
　片道　1,100円

■割引について
高齢者割引　～　65歳以上の方が対象となり880円でご利用いただけます。年齢の確認のため、乗車の

際に身分証明書等の提示をお願い致します。
福 祉 割 引　～　身体障がい者手帳又は養育手帳をお持ちの方が対象です。

対象 等級 対象者 料金

身体障がい者手帳又は
養育手帳をお持ちの方

一種
本　人 550円
介護者 550円

二種
本　人 550円
介護者 1,100 円（割引なし）

■回数券（11枚綴り）の販売について
　お得な回数券（11枚綴り）の販売を行っております。
　金　　額：一般用　10,000円
　　　　　　65歳以上用　8,000円　※購入の際に身分証明書の提示が必要です。
　販売場所：幌加内町役場出納室

■乗車の方法は
　定刻までに、予約した停留所でお待ちください。運行時刻になって停留所に予約した人がいない場合でも、
ほろみん号は定刻どおり出発しますので、時間は厳守してください。なお、交通状況によっては、車輌の
到着時間が遅れる場合もあります。

■降車の仕方は
　旭川へ向かう便（上り線）に限り、旭川赤十字病院前での降車も可能です。ただし、幌加内へ帰る便（下
り線）については、旭川赤十字病院前からの乗車はできませんので、旭川スマイルホテル前又は森山病院
前から乗車願います。

■運行車両は
　車両は10人乗りワゴン車１台です。（トヨタハイエース）運転手を除く、
９名の予約があった時点で定員となりますので、ご了承ください。

■その他の注意事項
・18歳未満及び高校生の利用はできません。（ただし、保護者が同伴する場合は、利用可としますが、乳
児や６歳未満の児童は利用できません。）

・運転手は、乗降の介助はできません。単独で乗降できる方が対象になります。（介助者が同乗される場
合は利用可能です。）

・停留所以外での乗車はできません。

・土・日、祝日、年末年始は運休します。また、災害等による道路状況の変化により、急きょ、運休する
場合もありますのでご了承ください。

・ほろみん号は、予約者が停留所にいなくても指定した時刻に出発しますので、出発時間は、厳守してく
ださい。

・荷物はひざの上に収まる程度になるようお願い致します。
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インフォメーションinformation
令和４年度奨学資金貸付制度のご案内について

　幌加内町では、高等学校以上の学校に入学又は在学し、奨学金を必要とする生徒・学生に対して奨学資
金を貸与しています。（保護者が本町に在住していることなどの資格要件があります）
　令和４年度からの貸与を希望される方は、申請書に必要書類を添付のうえ、申込みしてください。
　申請書類等は教育委員会の窓口にて配布いたします。
　なお、奨学生及び貸与額については、奨学資金審議会にて
審査し決定します。

■受付期間　令和４年３月１日（火）～３月31日（木）

【お問い合わせ・申込み先】
　 教育委員会学校教育係（☎35-2177）

高等学校生徒下宿費等補助事業
　高等学校生徒が幌加内町外へ入学又は在学する保護者の経済的負担軽減を図り、修学機会を確保するこ
とを目的として、下宿等に係る費用の一部を助成いたします。（下宿等とは、
下宿・アパート・寮のことを言います。）

■助成対象者
　町外の高等学校へ入学する者で下宿の費用を負担し生計を一にする親族
　（生徒同士で居住している場合はどちらか一人の親族）

■補助金の額
　下宿の費用が、月額３万円を超える場合に、生徒一人につき月額１万円を助成
　（最大12万円/年を助成）

■対象外となる場合
　1　下宿の費用が３万円に満たない場合
　2　下宿の入居が連続して１ヶ月に満たない場合
　3　下宿に親族が居住している場合
　4　生計を一つにする親族に公租公課を滞納している者がいる場合
　5　国、北海道、他の市町村から下宿費の費用に係る助成を受けている場合

■申請に必要なもの
　印鑑、下宿の契約書の写し及び領収書等の写し、助成金の振込先が分かるもの

■留意事項
　1　令和４年３月31日（木）までに申請をお願いします。
　2　助成金のお支払いは、下宿費等の領収の確認後となります。
　3　高等専門学校及び特別支援学校高等部の対象者は、第３学年までとします。

【お問い合わせ・申込み先】
　 教育委員会学校教育係（☎35-2177）
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インフォメーション information
インターネットで自分の農業者年金額を試算出来ます！

年金額シミュレーターをご活用ください
■試算の手順
①農業者年金基金のホームぺージを開き、下記画面（左）の〇印箇所をクリック
②年金額シミュレーションの画面（右）が開くので、ご自身の情報（氏名、生年月日、加入年月日、毎
月の保険料額等）を入力します。

③最後に右下のシミュレーションボタンをクリックすると試算額が表示されます。

　※令和4年1月1日に「保険料の納付下限額引き下げ」が適用されたことに伴い、
　　A.2万円以上の保険額の方　B,35歳未満で2万円未満の保険料の方
　　という選択項目が追加されています。

【農業者年金の加入・受給等に関することは】
　ＪＡきたそらち幌加内支所（☎35-2024）
　農業委員会事務局（☎35-2122）（内線135）

自動車税種別割の住所変更をお忘れなく
　自動車税種別割は、４月１日現在の登録に基づいて課金される税金です。

■引っ越しで住所が変わったときなどは、運輸支局で変更登録をしてください。
　次の場合は運輸支局で登録手続きが必要です。
　　・住所が変わったとき（変更登録）
　　・自動車を売買したとき（移転登録）
　　・自動車を使用しなくなったとき（抹消登録）
　令和４年度の自動車税種別割納税通知書を確実にお届けするために、３月中に手続きをお願いします。

■変更登録が間に合わないときは…
　札幌道税事務所自動車税部にご連絡いただくか、道税ホームページから自動車税種別割の住所変更手続
きをしてください。

　札幌道税事務所自動車税部（☎011-746-1190）＊自動音声でご案内します。
【https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/address/index.html】

こちらをクリック

シミュレーション
最後にクリック

1 2

3

ご自身の情報を入力
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インフォメーションinformation
　せいわ温泉ルオント助成券の取扱いの変更について

■申請書の提出が必要となります。
　本町では、以下の要件を満たした対象者宛にせいわ温泉ルオント助成券を発行し郵送しておりますが、
令和４年４月１日からは助成券の交付を受けるためには、申請が必要となります。
　【対象要件】
　　４月１日時点で本町に住所を有する者で以下のいずれかの要件を満たす者
　　　①　満65歳以上の者
　　　②　身体障害者手帳の交付を受けた者
　　　③　療育手帳の交付を受けた者
　　　④　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者

■助成券の枚数が変更となります。
　令和４年４月１日からは助成券１冊あたりの枚数が24枚から30枚と
なります。

■申請の受付期間について
　令和４年３月中旬以降から申請受付を開始します。

【お問い合わせ先】
　 保健福祉課しあわせ福祉係（☎35-3090）

2022年3月 イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

6 7 8 9 10 11 12
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

13 14 15 16 17 18 19
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

★ホワイトDAY★
（女性入浴者）　

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

20 21 春分の日 22 23 24 25 26
十割そばフェア 十割そばフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

27 28 29 30 31
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 ルオントDay
（スタンプ５倍）

スタンプDAY内容:
◎ファミリーDAY：家族全員　◎レディースDAY：女性全員
◎誰でもDAY/ルオントDAY：入浴者全員
※他のスタンプDAYおよび割引、サービスとの併用不可　※スタンプの押印は有料入館者に限る

）料無（湯足・iF-iW　　煙禁内館　　料無児学就未、052￥生学小、005￥人大：金料浴入◎

 【ルオントからのお知らせ】
-------------------------------------------
平日限定ランチフェア
ポークハヤシライス

（サラダ付き）
　　￥1,000（税込）

1日20食限定・昼の部のみ
11：30～14：00

-------------------------------------------
3月14日（月）限定

★ ホワイトDAY ★
女性入浴者に、ミニキャン
ディーをプレゼント（無くなり
次第終了）

-------------------------------------------
【お問合せ】
せいわ温泉ルオント
電話：0165-37-2070
10：00-21:00　水曜定休
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インフォメーション information
「自ら守る」自主防災組織

■自主防災組織とは
　住民一人ひとりが「自らの安全は自ら守る」意識を持ち、そして「自分たちの町は自分たちで守る」た
めに協力して立ち上げる防災組織のことです。いざという時に対処できる協力体制を整えておくことは、
災害時にとても役立ちます。

　自主防災組織を作るには、事前に規約や事業計画などを定めておき、効率的な組織運動を行うことが望
ましいです。新たに組織を立ち上げなくても、町内会に防災部門を設ける、いくつかの町
内会合同で一つの自主防災組織を作るなど、いろいろな方法があります。
　自主防災組織設立にあたっては、役場総務課危機対策係にもご相談ください。

【お問い合わせ】
　 総務課危機対策係（☎35-2121）

平時の備えが・・・
・防災情報の収集や広報活動
・家庭や地域の消化資機材他安全点検
・避難所や経路、災害時要支援者の確認
・防災訓練の実施
・防災資機材や備蓄品の管理

有事に役立つ！
・被害情報の収集や救護情報の周知
・初期消火活動
・安否確認や避難誘導活動
・負傷者などの救出や救護活動
・物資の分配や備蓄食料による炊き出し

消防防災博物館

士別警察署かわら版

士別警察署　0165－23－0110
問い合わせは士別警察署まで。

北海道警察官募集中
〇受付期間　　　３月１日（火）から４月１日（金）午後５時30分まで
〇第１次試験日　５月８日（日）
〇第２次試験日　６月上旬～から６月下旬
〇募集人数　　　大学卒男性　115名程度、女性35名程度
　　　　　　　　高校卒男性　  35名程度、女性15名程度

　詳しくは、北海道警察ホームページをご覧いただくか、士別警察署までお問い合わせください。

サイバー犯罪の被害防止
　近年、スマートフォンの普及等におけるインターネット利用者の増加傾向に伴い、ネットバンキングに係
る不正送金事案や、偽サイトに係るフィッシング詐欺事案等のサイバー犯罪が増加傾向にあります。
　サイバー犯罪の被害に遭わないように、次の対策を実施しましょう。

〇　ＩＤやパスワードは、自分自身でしっかり管理する
〇　パソコンやスマートフォンには、ウイルス対策ソフトをインストールする
〇　パソコンの基本ソフト（ＯＳ）やウイルス対策ソフトは常に最新の状態にする
〇　身に覚えのないメールの添付ファイルやＵＲＬは開かない
〇　不必要なアプリや信頼のおけないサイトからソフトウェアをダウンロードしない
〇　定期的にバックアップデータを保存する
〇　オンラインショップでの買物では、そのサイトが本物かどうかよく確認する

　サイバーセキュリティは、一つの対策を講じれば大丈夫という訳ではありません。
　複数の対策を併用して、インターネットを安全に利用しましょう。
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インフォメーションinformation
北海道総合計画を見直しました

　新型コロナウイルス感染症の拡大や、デジタル化・脱炭素化の動きに対応するため、北海道総合計画を
見直しました。
　道では、こうした重要課題への対応や北海道の強みを活かした政策を道民の皆さんとともに進めてまい
ります。

【お問い合わせ先】
　道庁計画推進課（☎011-204-5630）
　URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/sogokeikaku.html

「なだれ」について
　3月は、日差しも強く積雪も融け始め、春の温もりが次第に感じられる季節となります。この時期に気を
つけたい災害のひとつに「なだれ」があります。なだれは、積雪の多い1～ 2月だけでなく3～ 5月にかけ
ても発生します。
　なだれには「表層なだれ」と「全層なだれ」があり、それぞれ発生条件が異なります。
　「表層なだれ」は、古い積雪面上に降り積もった新雪の層が滑り落ちる現象で、気温が低く降雪が続く１
～２月の厳冬期に多く発生します。「全層なだれ」は、気温の上昇等により融けた水で滑りやすくなった地
表面上を積雪層全体が滑り落ちる現象で、３～４月の融雪期に多く発生します。
　気象台では、なだれが発生しやすい気象条件が予想された時は「なだれ注意報」を発表して注意を呼び
かけています。上川・留萌地方のなだれ注意報は、①表層なだれを想定して「24時間降雪の深さ30cm以上」
を予想した場合、②全層なだれを想定して「積雪の深さ50cm以上で、日平均気温5℃以上」を予想した場
合に発表します。
　なだれが発生しやすい状況の時には、雪の多い地域に住まわれている方や登山やスキーなどで多雪地域
を訪れる方は、急な斜面や雪面に亀裂があるなど危険な場所には近づかないようにしましょう。また、市
街地では屋根からの落雪のおそれもあり注意が必要です。
　気象庁のＨＰでは、現在の積雪の状況や今後の予想も確認することが出来ます。最新の気象情報を上手
に利用し、なだれや落雪などの事故にあわないようにしましょう。

【お問い合わせ先】
　旭川地方気象台（☎0166-32-7102）
　※旭川地方気象台ホームページアドレス　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html
　※気象庁HP「今後の雪」ページ　https://www.jma.go.jp/bosai/snow/
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幌加内そば

　よく「ジャンボニンンク」という名前を聞きますね。大きいので「ジャンボ」
という言葉がつきますが、匂いはきつくありません。実はニンニクでなく「リー
キ」の近縁種(仲間)のことです。
　「リーキ」は長ネギの一種ですから、「ジャンボニンニク」は長ネギの仲間に
なります。さらに匂いの少ない「無臭ニンニク」も「ジャンボニンニク」の一
種になります。ただこれらはニンニクの「アリシン」というあの強い匂いの成
分が極少ないだけで、それ以外はニンニクと殆ど同じ成分です。アリシンの殺

菌作用以外の「疲労回復」「滋養強壮」は同じ効果があるので、にんにくと同じ扱いになりますね。どち
らを選ぶかはそれぞれの好みです。
　もし栽培したい場合、農薬は「野菜類」で使える農薬を選んだ方が無難です。農薬使用でジャンボニン
ニクはニンニクの一部になり、煩雑になるからです。

　「フルーツトマト」そんな名前を最近聞きませんか？「フルーツ味の新しい種類
のトマト？」これは普通のトマトに「ストレス」をかけて小ぶりになって甘さが凝
縮されたトマトのことを言っている事が多いようです。手法は根域制限、水分制限、
肥料制限等がありますが、産地に'よって色々です。ストレスをかけることでトマト
は自己防衛反応を示し、体を小さくし糖度を高めて生き延びられる体制をとりま
す。
　家庭菜園でもできます。水分制限するのが一番簡単で、萎れるギリギリの水し

かやらないことです。
　ただし水不足から来る石灰欠亡で「尻腐れ」も起きやすくなりますので注意が必要です。
　作物には厳しい環境に置かれますが、優しく育ててください。

テーマ：ジャンボニンニクってニンニク？

農業センター君農業農業農業農業農業センターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンター君君農業センター君いいね︕いいね︕

ソバは幌加内町の特産ですが、「幌加内そば」は地域団体商標制度に基づいてJAきたそらちが登録出願
を行い、平成19年に登録された幌加内町で作られたソバのブランド名です。ソバの種類ではありませんし、
「ほろみのり」だけを言うのではありません。    
「今金男爵」「夕張メロン」などは「地理的表示保護制度」に基づいて認定された、もう少し絞られたブ
ランド名と言っていいでしょう。いずれにしろ
「ブランド」は大事にしましょう。

ワンポイント　知恵袋！ワンポイント　知恵袋！農業技術センター農業技術センター
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　３月になり、今年度も残りわずかになってきました。
　１年生は幌加内での生活に徐々に慣れ、高校生として
学習・生活習慣の確立に励みました。
　２年生は、新たに地域みらい留学生を迎えての１年で
した。個々のスキルを高めながらも、全体としては学習
に取り組む姿勢が一段と前向きになりました。３年生の
サポート役として活躍する場面も多く見られました。
　３年生は、ついに卒業を迎えました。幌高で過ごした
３年間を自信に変えて、これからはそれぞれの道へと歩
んでいきます。
　これまでご愛読していただきありがとうございました。
　本校の生徒が日々成長し、無事に年度末を迎えられる
のは、保護者・地域の皆様の支えがあったからこそです。
深く感謝いたします。来年度も明るい幌高生の様子をお
届けしていきますので、引き続きよろしくお願いいたし
ます。

～Best Shot!～

記事・写真提供：北海道幌加内高等学校 お問い合わせ：０１６５－３５－２４０５ 教頭まで

１月１８～１９日

北北海道実績発表大会

本校からそば加工班、作物班、花

野菜班、農生会の4班が参加しまし

た。合宿で繰り返し練習を重ね、本

番では練習の成果を発揮できまし

た。

１月２１日

　２年生 職場体験 実習各自が興味がある職種に伺い、実習をさせていただきました。2～3日間の貴重な経験を通して、将来の自身のキャリアを考える良いきっかけになりました。

１月２９日　スキー 学習

　１年生や地域みらい留学生にとっ

ては初めてのスキー学習でした。

　雪が降りしきる中、ほろたちスキー

場のパウダースノーを楽しむことが

できました。

２月のできごと

３月の予定

　１日　第６６回卒業証書授与式

　３日　令和４年度入学者選抜検査

　７日　朝会・頭髪服装検査

　９日　地域活動体験学習(朱鞠内)

２４日　修了式・離任式

２５日　年度末休業（～３月３１日）　

　１日  朝会・３学年家庭学習期間

２８日　卒業式予行練習・同窓会入会式

This Month

Last Month

Best Shot! 今月の写真

　３年生が２月２７日まで家庭学習期間に入りました。

この写真は、今まで過ごした教室に感謝をしながら、

３年生全員で掃除をしている一コマです。ここで過ご

した３年間を思い出に、４月からはそれぞれの道に進

んでいきます。

　１月２７日には寮で３年生を送る会を開催し、在寮

生が感謝の気持ちを伝えました。
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年金だより年金だより

幌加内町は旭川年金事務所の管轄区域です。
住所：〒070-8505旭川市宮下通り2-1954-2　℡：0166-72-5004，5005（自動音声案内）

詳しくは、お近くの年金事務所または役場住民課住民係 35-2124 へお問い合わせください。

付加保険料の
納付のご案内
　国民年金第 1号被保険者ならびに任意加入被保険者は、定額保険料に付加保
険料を上乗せして納めることで、受給する年金額を増やせます。
　【定額保険料】令和４年度：月額１６, ５９０円

１. 納めることができる方
　国民年金第 1号被保険者
　任意加入被保険者（65歳以上の方を除く）

２. 付加保険料の月額
　４００円

３. お申し込み先
　幌加内町役場及び旭川年金事務所

４. 付加年金額
　付加年金額は、「２００円×付加保険料納付月数」で計算し、２年以上受け取ると支払った付加保険料以上
の年金が受け取れます。
　例えば、20歳から 60歳までの 40年間、付加保険料を納めていた場合の年金額は次のとおりとなります。

　２００円　×　４８０月（40年） ＝ ９６, ０００円（年額）が付加年金額として老齢基礎年金に上乗せ
されます。

（毎月の定額保険料（令和３年度：１６, ６１０円）を
40年間納めた場合の老齢基礎年金額⇒７８０, ９００円※令和３年度時点の金額）

※なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

５. 納めていただく際、次の点に注意してください。
１. 付加保険料の納付は、申出月からの開始となります。
２. 付加保険料の納期限は、翌月末日（納期限）と定められております。
３. 納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることができます。
４. 付加保険料を納めている方が付加保険料の納付を止める場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必
要となります。

５. 国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
６. 月末が土曜日、日曜日、休日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月最初の金融機関等の営業日とな
ります。
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健康 カレンダー

こ ん に ち は ！ 保 健 師 で す

　今年の 1月中旬ごろ、トンガ付近で大規模な噴火が発生し、日本でも津波警報が出る事態となりました。各地
で避難所が開設され、東日本大震災の教訓を生かし避難された方もいたようです。
　オミクロン株の流行もあり、避難先での感染対策が大切になります。

Q. 避難所に行って感染するのが心配です。
　避難所では感染対策を行っていますが、人と人との距離の確保や、マスクの着用、手指消毒、飲食時に大声を
出さないなど、一人ひとりの感染対策の心がけが重要になりますので、ご協力をお願いします。

Q. 自分でできる感染対策は？
　避難所での集団生活では、新型コロナウイルス感染症や感染性胃腸炎等の感染症が流行しやすくなります。
　食事の前後やトイレの後、外から入ってきたときには、こまめにせっけんで手洗いをしたあとにアルコール消
毒をすることが大切です。また、風邪症状のない方もマスクを着用することが大切です。避難所の備蓄にも限り
がありますので、マスクや消毒液、体温計などを自分で持っていくと安心です。
　避難所にいると、自分の体調不良を我慢してしまいがちですが、体調の悪化を防ぐためにも早期の対処が重要
です。体調が悪い場合はスタッフに早めの報告をお願いします。

4月の

●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 保健福祉総合センター

乳幼児予防接種

５日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

６日（水） 母子里老人クラブ
政和老人クラブ
幌加内老人クラブ
添牛内老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

おたっしゃ健診 対象者には個別で案内いたします。

「非常時の持出品はそろえてますか？」
第262回

健康コラム2022 災害時も、感染対策できますか。

※当初の予定と変更になる可能性があります。IPをご確認ください。

　避難とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる人まで
避難所に行く必要はありません。災害の状況をテレビやインターネッ
ト、ラジオ、IP 告知などで情報収集し、警戒レベルに合わせて行動
しましょう。
　スマートフォンアプリの「ほろみんナビ」では、防災情報や交通機
関の運行状況、役場からのお知らせなどが通知されます。また、避難
先は役場や各地区のコミュニティセンターだけではありません。安
全な親戚や知人宅に避難することも考えてみましょう！
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NEW WIND ニュー・ウインド ［社会教育からのお知らせ］

生涯学習カレンダー
3月 5日 ワカサギ釣り体験教室 朱鞠内湖

【保険内容】団体活動中の事故や往復中の事故の補償。
【対　象】4 名以上で構成しているスポーツ及び文化

団体。
【期　間】令和4年 4月 1日～翌年 3月 31日

(4 月 1日以降の申し込みの場合は掛け金支
払の翌日から適用）

※お申込み及び掛金・補償などに関するお問い合わせ
は教育委員会社会教育係へお願いいたします。なお、
令和3年度に加入されていた方は3月31日で保険
期間が終了しますので、新規加入申込みをお願いいた
します。申込用紙等、書類が必要な場合は教育委員
会へご連絡ください。

スポーツ安全保険のご案内
◇スキー教室 (ジュニアクラス )
　1月8日 (土 )～ 9日 (日 )、15日 (土 )～16日 (日 )
ほろたちスキー場において、スキー教室を開催しました。
　今年は総勢34名の児童たちが参加をしてくれました。
　参加した児童たちは講師の指導の下、一生懸命滑っ
ていました。

事業の記録

●探花
今野 敏/著　(新潮社)

　信念のキャリア・竜崎に、入庁試験トップの新ラ
イバルが出現！？
　神奈川県警刑事部長となった竜崎のもとに現れ
た、同期入庁トップの八島という男。福岡県警から
赴任してきた彼には、黒い噂がつきまとっていた。
さらに横須賀で殺人事件が発
生、米海軍の犯罪捜査局から
特別捜査官が派遣されること
にー。次々と降りかかる外圧
に、竜崎は警察官僚としての
信念を貫けるのか。新展開の
最新刊。

・その日まで　　　　　　　　　　　　　　　
瀬戸内 寂聴/著　(講談社)　

・東大教授、若年性アルツハイマーになる　
若井 克子/著　(講談社)

・生きのびるための「失敗」入門　　
雨宮 処凛/著　(河出書房新社)

◇小・中学生書き初め大会
　1月11日(火)幌加内町生涯学習センターにおいて、
講師に竹村竜昭氏をお迎えし、小・中学生書き初め大
会を開催しました。
　今年は去年より参加人数が多く、開始早々にぎやか
で、熱心に取り組んでいました。
　参加した児童たちは竹村講師の指導の下で画仙紙に
向かい、のびのびと筆を走らせていました。

◇小学校低学年の部
最優秀賞　伊藤　嘉音
優 秀 賞   堀川　琴愛
佳　　作　古屋　幸起
〃 　近藤　　澪

◇小学校中学年の部
優 秀 賞　古屋　燈士
佳　　作　畑　　茉歩

◇小学生高学年の部
最優秀賞　森﨑優美子
優 秀 賞　相澤　寧々
佳　　作　近藤祐一郎

◇中学生の部
最優秀賞　北村　柚乃
優 秀 賞　北村　茅那
〃 　北村　菜桜

佳　　作　蔵前　悠斗
〃 　山本　湊大

書き初め大会の各部門の入賞者は以下のとおりです。
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分

処

決

専

見
売
販
・
量
数
の
物
作
農
要
主
「○

て
い
つ
に
」
額
込

　

が
業
作
農
は
て
い
つ
に
」
稲
水
「

低
も
て
い
つ
に
育
生
、
み
進
に
調
順

移
推
く
高
が
温
気
、
は
後
の
そ
、
が

況
作
の
川
上
、
み
進
く
早
も
熟
登
し

品
、
量
収
り
お
と
の
８
０
１
で
数
指

ち
も
・
米
ち
る
う
、
は
で
積
面
付
作

の
増
％
０
・
１
比
年
前
て
せ
わ
合
米

・
６
１
３

で
収
反
と
俵
０
４
８
５
３
量

３
・

多
も
れ
割
り
よ
に
響
影
の
温
高
、
は

て
い
聞
と
い
多
や
や
も
米
ず
く
、
く

米
ち
る
う
、
は
高
込
見
売
販
。
る
い

４
り
よ
に
響
影
の
落
下
格
価
均
平
の

比
年
前
対
と
り
余
円
万
０
０
２
４
億

。
る
あ
で
減
の
％
４
・
１

　

、
は
て
い
つ
に
」
ば
そ
「

5

下
月

ら
か
旬

6

り
よ
に
天
好
で
ま
旬
上
月

平
も
種
播
、
み
進
に
調
順
は
業
作
農

遅
の
期
花
開
、
り
よ
に
つ
ば
干
と
向

れ
さ
配
心
も
響
影
の
量
収
り
あ
が
れ

よ
に
雨
降
の
月
８
、
が
だ
ろ
こ
と
た

で
積
面
付
作
。
た
れ
ら
見
が
復
回
り

・
３
１
３
３
の
減
％
５
・
３
比
年
前

・
１
は
収
反
で
俵
１
２

年
平
と
俵

余
円
万
０
０
４
９
億
３
は
高
込
見
売

比
年
前
対
と
り

あ
で
減
の
％
８
・

。
る

　

る
い
て
れ
ま
込
見
在
現
、
他
の
そ

豆
大
、
薯
鈴
馬
、
麦
小
、
は
で
の
も

前
対
、
円
０
０
０
１
万
４
５
４
２
で

比
年

鈴
馬
、
り
あ
で
減
の
％
９
・

。
る
あ
で
因
要
な
き
大
が
作
不
の
薯

　

売
販
や
量
数
、
は
て
い
つ
に
菜
野

比
対
年
前
、
り
よ
に
響
影
の
価
単

０
０
０
９
万
８
４
４
の
減
％
６
・

編集：議会広報特別委員会
No.212

償
賠
害
損
○

び
飛
が
獣
鳥
に
前
の
両
車
、
中
途
う

る
け
避
を
突
衝
、
め
た
た
き
て
し
出

。
た
え
与

害
損
（

）
償
賠
を
円
０
０
０
５
万償

賠
害
損
○

作
敷
利
砂
で
線
号
七
東
牛
沼
道
町
◎

に
際
た
し
進
前
げ
上
を
台
荷
、
中
業

プ
ン
ダ
に
線
信
通
る
す
断
横
を
路
道

弛

損
せ
ま

。
た
え
与
を
害

）
償
賠
を
円
２
４
９
３
万
３
害
損
（

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
６
第
（算
予
正
補

、
費
入
購
券
品
商、
費
伝
宣
品
産
物
◎

、
金
成
助
代
油
灯
祉
福
等
庭
家
人
老

業
事
進
促
去
撤
等
物
築
建
き
空
良
不

円
万
９
２
０
３
、
り
よ
に
額
増
の
等

額
総
、
し
加
追
を

６
万
３
５
９
億

。
た
し
と
円
０
０
０

月

原
れ
さ
出
提
が
件
２
告
報、
件
１
案
議、
れ
さ
催
開
に
日

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案

年
３
和
令

　

（会
時
臨
回
５
第

月

）
日

町
長
行
政
報
告

。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
政
行
の
長
町

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ
に
要
概

案
議、
れ
さ
催
開
に
日
９
月

意、
件
１
告
報、
件
１
問
諮、
件

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
１
意
同、
件
１
書
見

年
３
和
令

　

（会
例
定
回
４
第

）
日
９
月

ウィズコロナ経済対策ほろかないクーポン券（商品券購入費）
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販
体
固
、
は
て
い
つ
に
係
関
産
畜

産
畜
り
よ
に
ど
な
と
こ
た
び
伸
が
売

億
２
の
増
％
０
・
１
比
年
前
で
体
全

　

・温
高、
は
て
い
お
に
産
年
３
和
令

に
響
影
の
然
自
る
よ
に
響
影
の
雨
少

感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
、
て
え
加

少
減
の
額
売
販
や
量
数
り
よ
に
症
染

者
産
生
、
中
い
き
大
が
響
影
の
ど
な

る
よ
に
力
努
の
断
不
、
は
に
様
皆
の

敬
に
と
こ
た
れ
さ
励
精
に
動
活
農
営

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
す
表
を
意

チ
ク
ワ
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
「○

て
い
つ
に
」
種
接
ン

　

、
は
況
状
施
実
の
種
接
ン
チ
ク
ワ

月
５
は
て
い
お
に
町
本

医
ら
か
日

種
接
の
目
回
１
て
し
対
に
者
事
従
療

、
後
の
そ
、
始
開
を

高
の
上
以
歳

て
い
続
、
者
齢

へ
々
方
の
下
以
歳

め
進
を
種
接
、
次
順
と

月

を
日

し
了
終
を
種
接
の
目
回
２
の
へ
方

。
た

　

後
種
接
、
て
い
お
に
種
接
の
回
今

め
た
の
状
症
の
等
痛
頭
、
熱
発
の

い
て
れ
さ
診
受
を
所
療
診
が
方
の
名

国
、
ど
な
状
症
る
す
と
要
必
を
療
治

副
な
う
よ
る
な
と
象
対
の
告
報
の
へ

事
無
、
く
無
も
件
１
は
生
発
の
応
反

率
種
接
。
た
き
で
が
と
こ
る
す
了
終

、
は
て
い
つ
に

種
接
、
在
現
末
月

１
１
、
ち
う
の
名
９
８
２
１
者
象
対

種
接
の
目
回
２
が
ん
さ
皆
の
名
０
９

、
り
お
て
し
了
終
を

の
上
以
歳

率
種
接
で
名
１
５
５
は
者
種
接

・

、
％
３

３
６
は
者
種
接
の
下
以
歳

率
種
接
で
名
９

で
体
全
、
％
９
・

率
種
接
は

治
自
の
他
、
と
％
３
・

率
種
接
い
高
り
な
か
も
て
べ
比
と
体

了
完
種
接
目
回
２
、
て
い
つ
に
種
接

本
、
り
お
て
れ
ら
め
定
で
準
基
と
上

明
年
ろ
こ
と
の
在
現
は
て
い
お
に
町

と
能
可
が
種
接
ら
か
旬
上
月
２
の
け

始
開
を
種
接
の
へ
者
事
従
療
医
る
な

ら
か
旬
上
月
３
後
の
そ
、
し

以
歳

４
て
し
そ
、
種
接
の
へ
者
齢
高
の
上

ら
か
旬
中
月

行
を
種
接
の
下
以
歳

全
を
種
接
加
追
は
に
旬
中
月
６
、
い

進
を
備
準
、
し
と
定
予
る
す
了
終
て

。
る
い
て
め

て
い
つ
に
」
結
締
定
協
の
と

　

の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

粛
自
出
外
に
的
国
全
、
り
よ
に
大
拡

で
迷
低
費
消
の
業
産
食
外
る
よ
に

、
し
減
激
が
売
販
の
」
ば
そ
内
加
幌
「

る
す
戦
苦
が
者
業
事
連
関
ば
そ
内
町

へ
院
病
幹
基
、
し
少
減
が
者
血
献
も

き
で
保
確
を
量
給
供
の
剤
製
液
血
の

の
月

４
年
３
和
令
、
り
知
で
道
報
ビ
レ
テ

影
大
拡
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型

か
６
内
町
が
町
、
し
対
に
所
業
事
川

の
ば
そ
ら
か
者
業
事
工
加
ば
そ
の
所

に
価
安
を
等
麺
乾
て
し
と
え
支
い
買

す
供
提
を
分
食
万
２
て
し
と
品
蒙
啓

力
協
に
保
確
の
者
血
献
、
で
と
こ
る

消
の
」
ば
そ
内
加
幌
「
に
共
と
る
す

を
業
事
に
的
目
を
事
る
図
を
大
拡
費

が
み
組
り
取
の
こ
。
た
い
て
し
施
実

年
３
和
令
、
り
な
と
縁
ご

月

日な
と
て
め
初
は
て
し
と
体
治
自
内
道

す
関
に
興
振
域
地
・
進
推
血
献
「
る

継
も
後
今
、
し
結
締
を
」
書
定
協
る

で
償
無
を
」
ば
そ
内
加
幌
「
に
的
続

内
加
幌
と
保
確
の
者
血
献
、
し
供
提

費
消
、
上
向
度
名
知
る
な
更
の
ば
そ

、
た
ま
。
た
し
と
と
こ
る
図
を
大
拡

へ
層
年
若
、
は
に
進
推
及
普
の
血
献

か
事
の
と
る
あ
で
要
重
が
発
啓
の

い
も
解
理
の
校
学
等
高
内
加
幌
、
ら

か
度
年
４
和
令
も
業
授
前
出
の
へ
徒

　

型
新
、
は
て
し
と
源
財
の
業
事
本

方
地
応
対
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ

ほ
る
す
用
活
を
金
付
交
時
臨
生
創

振
の
ば
そ
「
の
税
納
と
さ
る
ふ
、
か

て
充
を
部
一
の
」
業
事
る
す
関
に
興

納
と
さ
る
ふ
、
り
お
て
え
考
と
い
た

も
に
加
増
の
額
税
納
と
同
賛
の
者
税

い
て
し
を
待
期
と
の
も
る
が
な
つ

。
る「○

月

」
況
状
雪
大
の
ら
か
日

て
い
つ
に

　

３
前
午
、
は
て
い
つ
に
況
状
雪
大

時

本
ら
か
台
象
気
方
地
川
旭
、
分

そ
。
た
れ
さ
令
発
が
報
警
雪
大
に
町

朱
が
雪
積
で
在
現
時
２
後
午
、
後
の

区
地
内
鞠

㎝ 

区
地
内
加
幌
、

㎝ １
び
及
％
４
１
２
比
年
平
、
り
な
と

れ
わ
舞
見
に
雪
大
う
い
と
％
０
６

は
区
地
内
鞠
朱
に
特
。
た

積
間
時

在
現
時
０
後
午
が
量
雪

㎝ 

達
に

成
平
、
し

年

し
測
観
に
日
３
月

た
㎝ 

上
史
測
観
り
回
上
に
幅
大
を時

２
後
午

後
除
解
報
警
雪
大
の
分

け
続
り
降
は
雪
も

は
て
い
お
に
月

出
が
ど
な
者
災
被
る
よ
に
害
雪
い
幸

町
に
雪
豪
の
り
な
き
い
、
が
る
あ
で

た
れ
さ
労
苦
ご
変
大
は
ん
さ
皆
の
民

。
る
い
て
し
察
推
と
の
も

　

因
原
が
木
倒
る
よ
に
雪
大
、
た
ま

７
前
午
、
じ
生
が
障
支
に
線
電
送
で時

に
心
中
を
区
地
里
子
母
ら
か
分

時
０
後
午
り
な
と
電
停
が
戸

き
続
が
間
時
電
停
、
間
時
５
約
。
た

の
間
季
冬
は
に
様
皆
の
民
住
域
地

ろ
こ
と
た
し
け
か
お
を
惑
迷
ご
、
中

終
が
理
処
木
倒
に
的
終
最
。
る
あ
で

翌
、
は
の
た
し
了

時
４
後
午
、
日

電
の
常
通
し
去
撤
を
車
電
配
、
分

時
　

道
海
北
に
日
６
は
て
い
つ
に
件
本

電
道
海
北
び
及
ん
さ
皆
の
民
住
域
地

の
時
常
非
ら
が
な
り
図
を
携
連
と
力
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諮
　

問 意

同

正

改

例

条

算

予

正

補

得
取
の
産
財

ＱＡ

よ
に
例
条
彰
顕
者
労
功
町
内
加
幌
○

彰
表
る

。
た
し
と
名
１
の
次、
は
者
彰
表
被
◎

　

村
市
　

氏
一
裕

薦
推
の
員
委
護
擁
権
人
○

。
た
し
定
決
に
氏
吾
見
村
竹
◎

　

月
３
年
６
和
令

日

得
取
の
産
財
の
宅
住
貸
賃
内
鞠
朱
○　

　

宅
住
貸
賃
内
鞠
朱

　
　

Ｋ
Ｄ
Ｌ
２

　

戸
４
棟
１

　
　

て
建
階
２
造
木

・
９
６
２
積
面
床
延

方
平

法
方
の
約
契

約
契
取
買
く
づ
基
に
査

額
金
の
約
契

　
　

円
万
０
５
９
４

方
手
相
の
約
契

　
　

者
業
事
表
代

　
　
　

社
会
式
株
設
建
橋
津
三

　
　

員
成
構

の
例
条
置
設
宅
住
貸
賃
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

い
伴
に
得
取
の
宅
住
貸
賃
内
鞠
朱
◎

住
貸
賃
の
内
町
び
及
加
追
を
宅
住
同

の
例
条
り
よ
に
更
変
の
等
称
名
の
宅

。
正
改
を
部
一

条
業
事
送
運
通
交
共
公
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例

り
よ
に
伸
延
点
終
の
号
ん
み
ろ
ほ
◎

。
正
改
を
部
一
の
例
条

前
更
変

前
川
旭
ル
テ
ホ
ル
イ
マ
ス

）
目
丁
６
通
条
１
市
川
旭
（

後
更
変

会
生
元
人
法
療
医
会
社

　

前
院
病
山
森

１
目
丁
１
条
２
前
宮
市
川
旭
（

）
号
６
番

の
例
条
険
保
康
健
民
国
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

を
金
時
一
児
育
産
出
◎

０
０
４
万

ら
か
円
０

更
変
に
円
０
０
０
８
万

。
正
改
を
部
一
の
例
条
め
た
る
す

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
７
第
（算
予
正
補

と
さ
る
ふ
、
品
謝
税
納
と
さ
る
ふ
◎

通
交
共
公
、
料
託
委
務
業
行
代
税
納

化
性
活
地
産
ば
そ
、
金
基
営
運
備
整

改
ム
テ
ス
シ
務
業
別
個
、
金
基
興
振

業
農
型
全
保
境
環
、
料
託
委
務
業
良

支
能
機
的
面
多
、
金
助
補
払
支
接
直

助
補
励
奨
興
振
業
工
商
、
金
助
補
払

助
補
業
事
援
支
保
確
材
人
護
介
、
金

補
梁
橋
、
金
担
負
費
付
給
養
療
、
金

工
修
補
梁
橋
、
料
託
委
務
業
計
設
修

、
事
工
良
改
路
道
線
内
加
幌
下
、
事

コ
内
鞠
朱
、
事
工
修
改
溝
側
道
町

万
１
５
５
３
り
よ
に
減
増
の
等
事
工

額
総
、
し
額
増
を
円
０
０
０
６

億。
た
し
と
円
０
０
０
２
万
５
０
５
４

疑
質

員
議
見
稲

料
上
借
車
の
費
理
管
般
一

が
車
長
町
、
て
い
つ
に
円
万

年
新
め
た
い
な
き
で
が
理
修
し
障
故

説
の
と
る
す
入
購
を
車
新
で
算
予
度

と
況
状
る
か
か
月
か
数
で
ま
車
納

　

新
、
中
の
況
状
い
な
き
で
が
車
納

当
も
て
し
を
上
計
て
し
と
算
予
度
年

る
れ
わ
思
と
い
な
ら
な
に
車
納
は
面

と
料
上
借
車
、
間
の
そ
、
ら
か
と
こ

急
早
ば
れ
あ
で
の
う
使
を
費
経
て
し

購
を
車
長
町
い
行
を
約
契
の
両
車
に

。
か
う
ど
は
て
め
進
に
う
よ
る
す
入

弁
答

長
町
副

な
も
で
ん
頼
を
車
新
、
在
現

状
い
な
ら
な
に
車
納
か
な
か

　

検
、
は
て
い
つ
に
車
新
の
車
長
町

ネ
エ
省
、
債
起
、
が
る
あ
は
で
中
討

お
て
し
と
定
予
る
す
入
購
を
車
の
型

交
り
よ
に
事
る
す
を
入
購
の
そ
、
り

な
は
で
中
途
度
年
て
め
含
も
置
措
源

て
し
と
定
予
入
購
の
ら
か
度
年
新
く

。
る
い

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
２
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

、
分
費
付
給
療
医
者
険
保
被
般
一
◎

に
減
増
の
等
金
還
返
金
出
支
道
・
国

、
し
加
追
を
円
０
０
０
８
万
７
り
よ

円
０
０
０
８
万
５
７
７
９
億
１
額
総

。
た
し
と

齢
高
期
後
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

１
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
療
医
者

）
号

担
負
等
料
険
保
、
金
担
負
費
務
事
◎

０
０
７
万
１
６
１
り
よ
に
額
減
の
金

万
１
８
３
３
額
総
、
し
額
減
を
円
０

。
た
し
と
円
０
０
０
３

険
保
護
介
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
３
第
（算
予
正
補
計
会
別
特

を
円
０
０
０
９
万
０
３
１
り
よ
に
額

３
万
７
１
７
９
億
１
額
総
、
し
額
減

。
た
し
と
円
０
０
０

道
水
易
簡
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
３
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
業
事

水
、
料
託
委
務
業
成
作
帳
台
道
水
◎

易
簡
内
加
幌
、
料
託
委
務
業
査
検
質

、
料
託
委
務
業
理
管
持
維
設
施
道
水

り
よ
に
減
増
の
等
材
資
用
事
工

万８
７
額
総
、
し
額
減
を
円
０
０
０
３
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書

見

意発
　

議 。
た
し
と
円
０
０
０
４
万
２
７

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年
３
和
令
○

）
号
１
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
業

託
委
務
業
視
監
転
運
設
施
理
処
◎

、
料
託
委
務
業
成
作
帳
台
道
水
下、
料

併
合
、
料
託
委
務
業
断
診
査
調
集
農

に
減
増
の
等
事
工
置
設
槽
化
浄
理
処

額
減
を
円
０
０
０
２
万
１
５
１
り
よ

円
０
０
０
７
万
２
１
６
８
額
総
、
し

。
た
し
と

伴
に
昇
上
温
水
海
、
化
暖
温
球
地
○

策
援
支
と
明
解
の
害
被
業
漁
産
水
う

。
た
し
諾
承
を
案
書
見
意
る
め
求
を

い
つ
に
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○て

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議
◎

員
委
任
常
教
文
建
産
、
会
員
委
任
常

の
て
い
つ
に
査
調
務
事
管
所
ら
か
会

。
た
し
可
許、
果
結
の
議
協
を
出
し
申

Ａ

ト
イ
の
町
内
加
幌
、
目
点
１

を
識
認
と
だ
魚
な
重
貴
は
ウ

息
生
の
ウ
ト
イ
は
町
、
が
る
い
て
し

し
示
を
識
認
な
う
よ
の
ど
て
し
関
に

。
か
の
る
い
て

弁
答

 
 

 

　

長
町

水
淡
の
大
最
本
日
は
ウ
ト
イ

数
息
生
や
さ
き
大
て
し
と
魚

呼
も
と
」
魚
の
幻
「
ら
か
さ
な
少
の

６
９
１
も
で
道
海
北
。
る
い
て
れ
ば

少
減
に
激
急
が
域
水
息
生
降
以
年
０

は
で
在
現
、
し

か
し
に
ど
ほ
川
河

種
少
希
い
な
い
て
れ
さ
認
確
が
息
生

中
の
そ
。
る
あ
も
で
種
惧
危
滅
絶
で

得
取
を
権
業
漁
の
ウ
ト
イ
が
合
組
同

の
床
卵
産
、
め
始
を
業
事
化
孵
、
し

倒
る
げ
妨
を
上
溯
の
ウ
ト
イ
、
査
調

魚
に
所
場
な
難
困
が
上
溯
、
去
除
木

増
、
護
保
の
数
体
個
ど
な
る
作
を
道

な
き
大
、
し
対
に
み
組
り
取
の
等
殖

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
表
を
意
敬

　

て
い
つ
に
税
納
と
さ
る
ふ
、
た
ま

ウ
ト
イ
、
で
績
実
度
年
２
和
令
、
も

件
５
９
２
に
業
事
る
す
関
に
護
保
の

頂
を
付
寄
の
円
０
０
０
５
万
０
８
８

て
し
と
資
原
を
ら
れ
こ
。
る
い
て
い

助
補
興
振
業
産
水
、
も
て
し
と
町
本

や
卵
精
受
の
ウ
ト
イ
、
て
し
と
業
事

生
魚
水
淡
か
ほ
の
業
事
流
放
の
魚
稚

て
し
成
助
し
対
に
業
事
査
調
況
状
息

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い

　

や
込
入
光
観
、
し
施
実
を
ど
な
供
提

し
を
待
期
に
ど
な
加
増
の
口
人
流
交

に
ウ
ト
イ
。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て

柱
の
生
創
方
地
の
町
本
、
は
て
い
つ

て
し
と
」
源
資
な
切
大
「
る
な
に

も
る
が
な
つ
も
に
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
る
れ
さ

図
を
携
連
と
関
機
係
関
、
り
あ
で
の

興
振
と
持
維
の
数
体
個
、
ら
が
な
り

。
く
い
て
め
努
に

ム
ダ
の
湖
内
鞠
朱
、
目
点
２

保
が
協
漁
は
ウ
ト
イ
の
北
以

卵
産
が
る
い
て
し
用
活
、
殖
増
、
護

い
な
い
尾
０
０
１
は
数
の
ス
メ
の
用

。
る
い
て
れ
わ
言
と

　

つ
に
川
竜
雨
の
南
以
ム
ダ
、
が
る
い

釣
の
数
当
相
に
秋
と
春
、
年
近
て
い

を
り
釣
に
て
当
目
ウ
ト
イ
が
人
り

　

、
は
て
い
つ
に
ウ
ト
イ
の
川
竜
雨

調
は
町
、
が
る
な
と
轄
管
が
道
や
国

道
や
国
、
際
の
修
改
川
河
や
望
要
査

気
う
行
を
等
言
提
や
望
要
て
し
対
に

。
か
の
い
な
、
か
の
る
あ
が

弁
答

 
 

 

　

長
町

要
査
調
の
ウ
ト
イ
の
川
竜
雨

要
の
際
の
修
改
川
河
と
望

竜
雨
、
年
近
、
て
い
つ
に
言
提
・
望

目
は
の
る
い
て
え
増
が
客
り
釣
に
川

現
。
る
い
て
じ
感
て
し
に
り
た
当
の

水
川
狩
石
、
て
し
と
策
対
水
治
、
在

。
る

　

以
、
局
発
開
は
南
以
橋
別
煙
雨
新

活
請
要
て
け
向
に
れ
ぞ
れ
そ
、
り
お

採
に
年

げ
上
嵩
の
ム
ダ
２
第
、
て
し
と
」
業

、
が
る
い
て
れ
ら
め
進
が
査
調
の
等

に
町
本
る
す
置
位
に
部
流
上
川
狩
石

こ
む
進
が
事
工
の
こ
て
い
お
に
川
竜

て
せ
寄
を
待
期
に
進
促
の
業
事
、
り

。
る
い

　

は
で
中
の
査
調
の
ム
ダ
竜
雨
の
こ

ス
セ
ア
境
環
が
体
自
業
事
、
が
る
い

卵
産
や
数
息
生
の
ウ
ト
イ
、
り
お
て

。
る
れ
わ
思
と
の
も
い
な
れ
わ
行

　

て
し
と
況
現
の
策
対
水
治
川
竜
雨

が
削
掘
川
河
や
化
靭
強
の
防
堤
、
は

大
に
境
環
。
る
い
て
れ
ら
め
進
次
逐

の
等
事
工
岸
護
る
け
か
を
荷
負
な
き

Ｑ

し
関
に
息
生
の
ウ
ト
イ

を
識
認
な
う
よ
の
ど
て

か
の
る
い
て
し
示

な
に
柱
の
生
創
方
地

」
源
資
な
切
大
「
る

係
関
、
り
守
て
し
と

り
図
を
携
連
と
関
機

維
の
数
体
個
ら
が
な

て
め
努
に
興
振
と
持

く
い

ＱＡ 一
般
質
問中南議員

Ａ Ｑ

朱鞠内湖のイトウ
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Ａ

認
と
の
も
い
な
ろ
こ
と
の
今
は
画
計

業
事
な
う
よ
の
そ
、
が
る
い
て
し
識

で
種
少
希
、
合
場
た
れ
さ
示
が
画
計

な
事
大
の
生
創
方
地
の
町
本
、
り
あ

護
保
を
」
ウ
ト
イ
「
る
あ
も
で
源
資

ば
れ
な
と
要
必
、
に
め
た
く
い
て
し

等
査
調
、
議
協
度
都
と
者
理
管
川
河

。
く
い
て
し
を
請
要
の

に
み
組
り
取
の
へ
り
く
づ
町

内
管
川
上
、
年
近
、
て
い
つ

人
は
で
体
治
自
各
る
す
と
め
じ
は
を

定
・
住
移
、
て
し
と
策
対
少
減
口

な
様
多
種
多
ど
な
増
口
人
流
交
・
住

。
る

　

、
代
世
て
育
子
も
で
町
本
は
年
本

と
心
中
を
代
世
う
担
を
来
未
の
域
地

。
る
い
て
ね
重
を
議
協

　

民
で
町
川
上
内
管
川
上
は
で
近
最

り
く
づ
町
る
よ
に
携
連
の
と
業
企
間

い
て
れ
さ
道
報
が
み
組
り
取
の
へ

さ
小
「
く
わ
い
長
町
治
芳
藤
佐
。
る

る
じ
感
に
か
豊
心
で
な
ん
み
を
町
な

で
町
の
こ
、
て
し
と
の
も
る
あ
気
活

、
り
た
め
諦
り
よ
に
携
連
や
り
が
繋

る
ま
ど
と
で
こ
そ
と
や
い
い
で
れ
こ

が
退
後
の
域
地
、
体
治
自
の
そ
、
と

い
て
し
戦
挑
に
事
な
さ
小
。
る
ま
始

し
う
こ
が
町
川
上
は
身
中
の
そ
。
た

業
企
な
ん
ど
、
く
な
は
で
か
と
い
た

た
り
売
を
何
、
か
の
い
た
し
を
何
が

企
、
く
な
い
て
れ
触
切
一
は
か
の
い

思
い
た
き
い
て
し
ら
暮
で
街
の
こ
こ

議
が
か
の
く
い
て
え
伝
う
ど
、
を
い

。
る
い
て
し
を

　

は
で
年
近
、
ば
そ
の
産
特
の
町
本

次
６
、
工
加
次
２
の
で
校
高
内
加
幌

々
折
季
四
、
み
組
り
取
の
ら
れ
こ
化

て
し
か
生
層
一
を
ド
ン
ラ
ブ
域
地
る

特
。
る
れ
わ
思
と
だ
要
必
も
の
く
い

が
事
く
い
て
し
か
生
を
力
術
技
・
量

と
る
い
て
じ
感
と
か
い
な
は
で
要
必

組
り
取
の
ら
れ
こ
、
が
る
あ
で
ろ
こ

の
る
い
て
え
考
に
う
よ
の
ど
を
み

。
か

弁
答

 
 

 

　

長
町

の
く
多
め
じ
は
を
内
管
川
上

と
業
企
間
民
、
は
で
体
治
自

識
認
を
性
要
重
の
と
こ
る
す
携
連

を
力
協
や
携
連
で
法
手
な
々
様
、
し

て
し
を
知
承
分
十
は
と
こ
る
い
て
し

感
と
い
た
し
に
考
参
に
い
大
、
り
お

。
る
い
て
じ

　

背
の
町
の
れ
ぞ
れ
そ
、
し
か
し

ろ
こ
と
る
い
て
じ
感
と
か
い
な
は
で

る
あ
衡
均
、
は
で
年
近
。
る
あ
も
で

整
に
期
長
成
度
高
、
し
指
目
を
展
発

ろ
な
に
紀
世
半
が
設
施
共
公
た
し
備

改
な
大
多
、
後
今
。
る
い
て
し
と
う

代
時
な
要
必
不
り
た
し
要
を
費
経
修

施
共
公
、
し
称
と
」
査
調
場
市
型
グ

民
め
た
る
探
を
像
来
将
や
題
課
の
設

る
す
を
」
募
公
「る
り
借
を
力
の
間

。
る
い
て
え
増
も
体
治
自

　

法
や
体
団
る
す
践
実
に
緒
一
を
ト
ク

同
は
に
的
義
広
、
が
い
な
は
で
格
人

て
え
考
と
の
も
る
あ
が
い
合
味
意
じ

。
る
い

　

れ
さ
か
生
に
分
十
が
源
資
域
地
、
ど

て
い
つ
に
摘
指
の
と
」。
い
な
い
て

い
て
し
は
信
発
り
ま
あ
で
ま
今
、
は

携
連
と
業
企
に
り
な
れ
そ
、
が
い
な

何
を
例
事
た
し
を
み
組
り
取
て
し
を

で
校
高
内
加
幌
。
る
す
を
介
紹
か
点

ば
選
が
校
本
、
り
よ
に
業
事
携
連
の

ラ
グ
ロ
プ
成
育
材
人
ル
タ
ジ
デ
「れ

在
現
、
し
上
向
が
み
組
り
取
の
業
授

ア
び
学
「聞
新
道
海
北
の
日
６
般
先

学
留
い
ら
み
域
地
「、
で
事
記
の
」
イ

、
校
高
里
斜
の
道
海
北
が
」
５
６
３

が
校
高
内
加
幌
に
緒
一
と
校
高
川
鵡

力
魅
の
は
で
ら
な
校
本
、
れ
さ
載
掲

。
た
れ
さ
道
報
く
き
大
が

　

行
実
生
創
方
地
町
内
加
幌
、
た
ま

道
海
北
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
や
問
顧
会
員
委

開
が
品
商
新
の
ば
そ
内
加
幌
、
近
最

鞠
朱
、
る
よ
に
社
会
発
開
ト
フ
ソ
ム

者
理
管
定
指
、
で
縁
た
れ
さ
施
実
が

幌
札
が
長
事
理
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
る
あ
で

Ｏ
Ｐ
Ｘ
Ｅ
ス
ネ
ジ
ビ
た
れ
さ
催
開
で

の
外
内
道
、
れ
さ
待
招
へ
１
２
０
２

一
般
質
問小関議員

Ｑ

り
取
の
へ
り
く
づ
町

て
い
つ
に
み
組

景
然
自
や
源
資
域
地

に
面
方
多
を
さ
高
の

持
と
業
企
、
し
信
発

構
を
係
関
な
能
可
続

い
た
き
い
て
し
築

ＱＡ
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Ａ

の
後
今
で
中
る
ま
集
が
等
業
企
間
民

。
る
い
て

　

た
れ
さ
催
開
で
内
鞠
朱
、
た
ま

級
線
一
て
い
お
に
野
分
な
々
様
の
内

内
鞠
朱
、
り
ま
集
に
内
鞠
朱
が
ト

濫
氾
「の
川
河
る
い
て
し
入
流
へ
湖

れ
さ
加
参
が
方
の
く
多
、
れ
さ
催
開

し
少
で
況
状
の
禍
ナ
ロ
コ
い
長
。
た

、
が
る
れ
ら
じ
感
に
う
よ
た
し
滞
停

ポ
の
観
景
然
自
や
源
資
域
地
の
町
本

ら
図
が
調
協
の
と
力
活
間
民
、
し
信

と
る
い
て
し
を
識
認
、
と
る
い
て
れ

を
ナ
テ
ン
ア
も
後
今
。
る
あ
で
ろ
こ

を
携
連
と
業
企
間
民
、
し
ら
巡
り
張

を
ウ
ハ
ウ
ノ
や
成
育
材
人
ら
が
な
し

解
理
分
十
を
力
魅
の
町
本
、
し
か
生

る
け
だ
た
い
力
協
、
き
だ
た
い
て
し

し
築
構
を
係
関
な
能
可
続
持
と
業
企

。
い
た
き
い
て

で
近
最
や
題
問
の
ア
ケ
ル
テ

と
る
い
で
ん
組
り
取
に
剣
真
も
で
方

。
る
あ
で
ろ
こ

　

ら
な
み
の
体
治
自
１
は
ら
か
れ
こ

ば
え
伴
を
少
減
口
人
も
に
的
源
財
ず

わ
思
と
る
陥
に
況
状
い
し
厳
、
然
当

術
技
、
力
金
資
の
業
企
間
民
。
る
れ

べ
す
用
活
に
い
大
を
等
量
報
情
、
力

。
う
思
く
強
と
だ
ろ
こ
と
き

弁
答

 
 

 

　

長
町

は
に
的
字
数
、
政
財
の
町
本

良
も
で
中
の
道
海
北
て
め
極

る
い
て
じ
感
と
か
い
な
は
で
方
い

金
基
ら
か
り
た
あ
算
決
の
年
今
、
が

自
１
で
中
の
そ
。
る
れ
わ
思
と
る
く

時
な
う
よ
る
す
を
結
完
て
全
で
体
治

政
行
。
い
な
き
で
続
継
う
も
、
は
代

自
１
に
当
本
は
れ
こ
、
か
う
ど
か
の

て
じ
感
と
な
か
理
無
は
で
け
だ
体
治

で
方
の
療
医
く
し
さ
ま
今
。
る
い

め
進
が
画
計
の
療
医
れ
ぞ
れ
そ
、
は

ら
か
院
病
も
町
本
、
が
る
い
て
れ
ら

る
く
て
え
増
ん
ど
ん
ど
ら
か
れ
こ

が
な
し
を
携
連
が
士
同
政
行
は
に
め

。
る
れ
わ
思
と
く
い
て

　

つ
に
道
水
下
、
道
水
、
ら
か
れ
こ

か
が
費
経
な
き
大
り
な
か
、
ら
か

広
ろ
そ
ろ
そ
、
は
で
中
る
ま
集
が
長

い
な
は
で
の
い
良
は
て
え
考
を
化
域

が
材
人
は
で
体
治
自
１
、
た
ま
、
か

ら
か
と
こ
い
な
き
で
保
確
か
な
か
な

て
し
用
採
で
同
共
も
て
し
関
に
材
人

し
話
の
ど
な
か
い
な
は
で
の
い
良
も

が
町
ん
ろ
ち
も
。
る
い
て
め
始
出
も

に
め
た
く
い
て
し
展
発
に
的
済
経

借
を
力
の
間
民
ば
れ
あ
で
ば
そ
、
は

れ
わ
思
と
だ
要
必
も
ど
な
と
こ
る
り

は
今
ば
れ
あ
で
光
観
湖
内
鞠
朱
。
る

手
と
者
業
の
ア
ド
ト
ウ
ア
が
体
治
自

で
中
の
そ
。
る
い
で
ん
進
で
ん
組
を

、
ら
か
と
こ
る
い
て
じ
感
と
い
高
に

。
い
た
き
い
で
ん

Ｑ

緊
、
画
計
災
防
の
町
内
加
幌

先
、
て
い
つ
に
応
対
の
時
急

記
を
上
史
測
観
て
い
お
に
町
当
も
日

想
の
々
我
、
て
い
お
に
下
象
気
常
異

、
等
雪
大
や
雨
豪
中
集
た
え
超
を
像

可
る
う
り
こ
起
が
害
災
な
々
様
後
今

。
る
れ
わ
思
と
か
る
あ
が
性
能

　

が
画
計
災
防
て
い
お
に
町
内
加
幌

る
す
応
対
に
事
有
の
そ
、
れ
さ
備
整

た
し
生
発
が
害
災
の
等
害
雪
、
害
水

区
地
各
で
域
地
い
長
に
北
南
、
合
場

が
要
必
の
等
難
避
に
々
方
の
民
町
の

連
と
織
組
各
、
て
い
お
に
合
場
た
で

て
き
で
が
り
く
づ
制
体
た
れ
取
が
携

。
か
の
る
い

弁
答

 
 

 

　

長
町

１
は
て
し
関
に
災
減
、
災
防

た
し
を
験
経
、
年
近
、
中
の
況
状
た

備
に
動
変
候
気
な
う
よ
い
な
が
と
こ

と
な
か
の
い
し
難
て
め
極
は
の
る
え

あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
え
考
頃
日
常

。
る

　

月
７
年
本

自
、
関
機
係
関
、
日

ど
な
長
区
治

開
り
あ
が
加
参
の
名

に
」
会
談
懇
策
対
害
災
「た
れ
さ
催

、
り
よ
台
象
気
方
地
川
旭
、
て
い
お

よ
に
等
風
台
や
雨
豪
中
集
、
は
年
近

降
の
雨
、
り
お
て
し
発
頻
が
雨
大
る

言
も
に
方
り
降
の
雪
は
れ
こ
、
方
り

甚
激
、
化
中
集
、
的
地
局
、
が
る
え

が
な
つ
に
害
災
な
き
大
ば
れ
降
が
雪

明
説
の
と
る
れ
わ
奪
が
命
い
尊
、
り

災
の
等
雪
大
、
雨
豪
中
集
た
え
超
を

る
れ
さ
念
懸
層
一
後
今
て
い
つ
に
害

ろ
こ
と
る
い
て
じ
感
も
私
、
は
と
こ

。
る
あ
で Ａ

一
般
質
問蔵前議員

Ｑ

計
災
防
の
町
内
加
幌

応
対
の
時
急
緊
、
画

て
い
つ
に

係
関
や
長
区
治
自
各

り
取
を
絡
連
と
関
機

、
応
対
害
災
ら
が
な

施
実
を
等
練
訓
難
避

体
な
固
強
り
よ
、
し

す
指
目
を
り
く
づ
制

ＱＡ
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訂
改
の
画
計
災
防
域
地
町
内
加
幌

在
現
月
６
年
３
和
令
、
は
新
最
の
版

が
用
活
の
等
織
組
民
住
、
て
し
と
織

関
び
及
部
本
町
。
る
い
て
れ
ら
め
定

各
、
合
場
た
じ
生
が
足
不
員
人
に
動

ま
、
め
求
を
力
協
に
等
織
組
民
住

こ
る
す
施
実
を
動
活
急
応
、
て
得
を

工
商
、
か
ほ
の
会
内
町
、
区
治
自
各

組
８
ど
な
部
性
女
協
農
や
部
年
青
会

　

子
母
、
日
８
月
５
年
本
は
で
近
直

区
治
自
里

月
６
、
加
参
名

、
日

区
治
自
内
鞠
朱

月
７
、
加
参
名区

治
自
内
牛
添
、
日

加
参
が
名

連
も
と
員
団
防
消
の
団
分
２
第
、
し

練
訓
難
避
た
し
定
想
を
害
水
て
し
携

で
中
の
練
訓
の
際
実
。
た
し
施
実
を

報
情
の
ら
か
機
末
端
知
告
Ｐ
Ｉ
、
は

が
と
こ
る
す
感
実
を
さ
難
困
の
難
避

不
で
と
こ
る
す
施
実
を
練
訓
、
り
あ

多
数
が
分
部
る
く
て
え
見
、
点
な
備

じ
感
し
加
参
に
際
実
を
と
こ
る
あ
く

。
る
あ
で
ろ
こ
と
た

　

体
た
れ
取
が
携
連
「る
あ
に
問
質

対
に
」
か
る
い
て
き
で
が
り
く
づ
制

関
機
係
関
や
長
区
治
自
各
、
は
て
し

に
応
対
害
災
ら
が
な
り
取
を
絡
連
と

な
し
施
実
を
等
練
訓
難
避
、
き
続
き

を
り
く
づ
制
体
な
固
強
り
よ
、
ら
が

。
る
あ
で
ろ
こ
と
す
指
目

　

」
会
談
懇
策
対
害
災
「た
し
述
前

話
講
の
方
の
官
衛
自
元
、
て
い
お
に

が
理
無
も
で
況
状
い
し
厳
う
い
と
遣

助
を
人
の
そ
り
は
や
。
か
の
る
き
で

。
と
こ
い
強
が
い
思
う
い
と
い
た
け

と
こ
う
い
と
る
な
く
強
が
い
思
の
そ

々
方
の
域
地
、
る
す
愛
を
域
地
、
は

が
と
こ
の
内
加
幌
、
る
な
に
き
好
を

き
大
ば
れ
な
に
と
こ
う
い
と
だ
き
好

こ
向
、
は
昔
。
る
き
で
揮
発
が
力
な

き
で
も
携
連
の
所
近
で
隣
両
軒
三
う

隣
は
今
、
が
た
い
て

い
て
し
を
何
が
人
の

な
ら
か
わ
も
か
の
る

が
と
こ
の
域
地
。
い

い
た
け
助
を
人
の
そ

強
は
ち
持
気
う
い
と

知
か
だ
誰
。
る
な
く

危
の
分
自
と
い
な
ら

助
で
ま
て
し
冒
を
険

持
気
う
い
と
う
よ
け

う
そ
。
る
れ
薄
が
ち

自
ら
か
ろ
こ
と
う
い

う
い
と
う
お
ら
も
て

言
に
逆
。
る
な
に
話

安
ば
れ
な
く
強
が
携
連
の
域
地
と
う

れ
さ
成
形
が
会
社
域
地
な
全
安
心

る
来
出
そ
こ
ら
か
だ
町
な
さ
小
、
て

で
ろ
こ
と
た
し
識
認
と
る
あ
も
と
こ

。
る
あ

は
で
け
だ
練
訓
る
な
単
、
は
後
今

い
互
お
、
ぶ
学
を
と
こ
の
域
地
く
な

要
ば
え
例
、
点
観
う
あ
し
解
理
に

ハ
、
る
い
で
ん
住
に
こ
ど
が
者
援
支

が
何
し
対
に
害
災
で
織
組
各
、
る
み

域
地
い
長
に
北
南
、
ど
な
か
る
き
で

町
本
、
ら
が
な
み
鑑
を
情
事
殊
特
の

。
い
た
き
い
て
め
高
を
力
織
組
災
防
の

避難訓練の様子

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699番地
幌加内町議会事務局宛

22広報ほろかない｜　2022.3月



Ａ

Ａ

ラ
ン
オ
の
校
学
中
・
校
学
小

つ
に
備
整
境
環
の
業
授
ン
イ

全
徒
生
の
校
学
中
・
校
学
小
、
て
い

る
い
て
し
も
用
活
し
実
充
も
育
教
Ｔ

か
な
は
境
環
の
業
授
ン
イ
ラ
ン
オ
が

。
る
れ
わ
思
と
い
な
い
で
ん
進
か
な

　

人
１
で
庭
家
る
い
の
弟
兄
、
在
現

全
弟
兄
と
す
崩
を
調
体
で
等
熱
発
が

授
ン
イ
ラ
ン
オ
が
る
な
と
み
休
が
員

は
子
な
気
元
、
ば
れ
れ
ら
け
受
が
業

す
心
安
も
親
れ
ら
け
受
を
業
授
じ
同

。
る
れ
わ
思
と
る

　

行
に
校
学
く
酷
が
候
天
、
に
ら
さ

め
止
行
通
や
時
な
安
不
が
の
る
せ
か

オ
、
も
で
時
い
な
き
で
校
登
で
ど
な

き
で
用
活
に
分
十
は
業
授
ン
イ
ラ
ン

方
の
校
学
、
日
先
。
る
れ
わ
思
と
る

に
庭
家
ら
か

-

も
査
調
の
境
環

の
る
あ
は
え
考
る
す
備
整
を
境
環
の

つ
い
ば
れ
あ
で
の
る
あ
、
た
ま
。
か

。
か
の
く
い
て
め
進
に
処
目
を
頃

弁
答

 
 

 

長
育
教

教
校
学
町
内
加
幌
は
で
町
本

確
「て
い
お
に
画
計
進
推
育

校
学
む
育
を
望
希
や
夢
と
び
学
な
か

を
色
特
の
域
地
「と
」
進
推
の
育
教

育
教
校
学
る
れ
ふ
あ
力
活
た
し
か
生

有
の
ち
た
供
子
、
り
図
を
」
進
推
の

・知
、
で
と
こ
す
ば
伸
を
力
能
る
す

人
た
れ
と
の
和
調
れ
ぞ
れ
そ
体
・徳

を
動
活
育
教
た
し
指
目
を
成
形
間

Ｇ
の
国
、
は
て
い
つ
に
与
貸
の
末
端

へ
徒
生
童
児
の
校
学
中
小
の

1
人
1用

活
の
で
業
授
、
り
お
て
し
了
完
に

ブ
タ
。
る
あ
で
況
状
る
い
て
め
進
を

許
だ
ま
は
で
階
段
現
、
は
て
い
つ
に

初
当
度
年
来
、
が
い
な
い
て
し
を
可

に
施
実
用
活
で
庭
家
に
的
格
本
ら
か

。
る
あ
で
ろ
こ

　

え
り
こ
起
後
今
、
は
て
し
と
容
内

閉
級
学
や
校
休
校
学
の
で
時
急
緊
る

各
、
り
よ
と
も
は
用
利
の
ど
な
時
鎖

、
て
せ
わ
合
に
習
学
の
年
学
や
校
学

定
想
を
と
こ
る
す
用
利
り
帰
ち
持
を

の
庭
家
の
れ
ぞ
れ
そ
、
が
る
い
て
し

に
め
た
の
用
活
る
よ
に
り
帰
ち
持
の

。
る

　

者
護
保
、
ん
ろ
ち
も
は
徒
生
童
児

あ
で
要
必
が
力
協
と
解
理
の
様
皆
の

。
る
い
て
え
考
と
る

　

体
団
係
関
め
じ
は
を
校
学
、
後
今

習
学
の
徒
生
童
児
、
め
進
を
議
協
と

で
ん
組
り
取
て
け
向
に
保
確
の
会
機

。
く
い

こ
な
変
大
で
等
備
整
の
境
環

、
が
る
れ
わ
思
と
る
あ
も
と

地
な
殊
特
く
長
に
北
南
は
町
内
加
幌

緒
一
と
域
地
の
他
り
あ
も
で
情
実
域

。
う
思
と
い
な
は
で

　

大
も
便
の
通
交
は
ち
た
方
の
部
北

よ
ち
た
方
の
街
、
り
あ
が
分
部
な
変

ン
オ
の
こ
、
中
い
し
厳
が
境
環
も
り

取
を
等
平
く
べ
る
な
で
業
授
ン
イ
ラ

し
話
て
め
含
も
辺
の
そ
、
う
よ
る
れ

。
い
し
ほ
て
し
を
い
合

弁
答

 
 

 

長
育
教

現
は
て
い
つ
に
区
地
部
北

て
し
を
意
用
で
方
の
町
、
在

-

い
な
か
届
が

。
る
あ

　

な
か
の
る
す
を
担
負
う
ど
が
こ
ど
を

め
含
も
ら
れ
そ
。
る
あ
も
題
問
の
ど

し
を
議
協
と
関
機
係
関
、
者
護
保
て

け
向
に
用
活
の
ら
か
度
年
新
で
中
た

。
い
た
き
い
て
め
進
を
議
協
て

一
般
質
問稲見議員

Ｑ

の
校
学
中
・
校
学
小

の
業
授
ン
イ
ラ
ン
オ

て
い
つ
に
備
整
境
環

係
関
め
じ
は
を
校
学

、
め
進
を
議
協
と
体
団

機
習
学
の
徒
生
童
児

て
け
向
に
保
確
の
会

く
い
で
ん
組
り
取

ＱＡ

Ｑ

★ 議会を傍聴してみませんか ★
・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬の

会
議

期
時
催
開

議会事務局／公民館３階

☎ 0165-35-2121（内線373）
※傍聴される方は、受付票に「住所」「氏名」を記載して投函して下さい。
※新型コロナウイルスの感染予防としてマスクの着用をお願いします。

23 2022.3月　｜広報ほろかない　



Ａ Ｑ Ａ

Ｑ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ Ａ

Ｑ Ａ

計
会
般
一

<

費
画
企

>

疑
質

員
議
南
中

８
３
料
託
委
の
号
ん
み
ろ
ほ

年
今
、
て
い
つ
に
円
万
０

万
０
４
３
て
し
入
購
を
等
両
車
、
度

は
で
入

　

減
が
数
者
用
利
で
響
影
の
ナ
ロ
コ

い
な
少
に
常
非
、
え
い
は
と
た
し
少

て
け
続
を
号
ん
み
ろ
ほ
後
今
、
で
中

た
い
伺
を
え
考
の
長
町
か
の
る
け
い

。
い

弁
答

 
 

 

　

長
町

、
は
て
い
つ
に
号
ん
み
ろ
ほ

運
く
や
う
よ
ら
か
行
運
験
試

と
線
路
式
正
て
得
を
可
許
の
省
輸

　

高
を
性
便
利
も
ら
か
れ
こ
、
く
な
い

地
部
北
は
い
る
あ
。
い
た
き
い
て
め

図
を
開
展
ら
が
な
れ
入
に
野
視
も
区

判
を
分
の
続
継
で
入
収
度
年
単
、
り

続
継
も
後
今
、
く
な
は
で
の
る
す
断

。
い
た
き
い
て
し
を<

費
務
総
祉
福
会
社

>

疑
質

員
議
南
中

金
助
補
費
理
管
持
維
灯
犯
防

置
設
に
側
道
国
、
て
い
つ
に

に
灯
銀
水
が
だ
灯
犯
防
る
い
て
れ
さ

Ｑ

が
側
道
車
と
る
な
に
間
夜
、
後
更
変

が
置
設
、
が
い
暗
が
側
道
歩
く
る
明

。
か
い
な
は
で
逆

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
民
住

区
治
自
に
的
本
基
は
灯
犯
防

に
望
要
の
会
内
町
は
た
ま

　

治
自
、
は
に
合
場
る
あ
が
見
意
ご

地
現
度
再
と
長
会
内
町
は
た
ま
長
区

。
く
い
て
し
を
討
検
か
の
な

<

費
興
振
業
農

>

疑
質

員
議
南
中

つ
に
金
助
補
励
奨
興
振
業
農

事
良
改
地
土
模
規
小
、
て
い

を
導
誘
で
業
事
営
道
い
良
の
率
が
た

小
。
か
の
い
な
来
出
は
事
く
い
て
し

よ
業
事
営
道
は
に
的
率
担
負
、
が
う

。
う
思
と
い
多
り

　

で
営
道
く
な
は
で
模
規
小
、
後
今

も
い
な
来
出
は
導
誘
に
う
よ
る
え
行

。
か
の

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
業
産

を
携
連
も
と
業
事
良
改
地
土

と
る
い
て
め
進
ら
が
な
り
図

て
い
つ
に
件
２
渠
暗
。
る
あ
で
ろ
こ

急
緊
り
あ
が
出
し
申
ら
か
人
本
、
は

。
た
し
を
施
実
ら
か
と
こ
る
あ
が
性

　

業
事
に
的
画
計
も
業
事
良
改
地
土

の
そ
や
画
計
期
次
、
り
お
て
め
進
を

よ
る
す
を
施
実
て
め
含
も
画
計
の
次

。
る

疑
質

員
議
前
蔵

進
推
等
策
対
定
安
得
所
営
経

再
、
て
い
つ
に
金
助
補
業
事

思
と
だ
い
払
支
る
す
対
に
会
議
協
生

て
し
対
に
度
年
前
、
が
る
れ
わ

万の
い
な
は
で
定
固
か
の
な
定
固
は
れ

。
か

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
業
産

あ
で
費
務
事
る
す
対
に
業
事

充
て
し
対
に
業
事
象
対
、
り

。
い
な
は
で
定
固
で
の
も
た
て

　

件
人
、
で
の
も
る
す
を
動
変
年
毎

の
ど
な
費
信
通
、
絡
連
、
代
紙
、
費

り
よ
に
と
こ
た
れ
ら
て
充
に
費
務
事

<
>

疑
質

員
議
南
中

飛
、
て
い
つ
に
費
入
購
品
備

策
対
染
感
の
費
務
総
ば
れ
な
と
止
防

で
目
科
の
そ
は
で
課
各
、
り
な
と
費

、
が
る
れ
わ
思
と
る
い
て
し
を
入
購

支
で
目
科
の
こ
み
の
分
部
の
こ
ぜ
な

。
か
の
る
い
て
し
を
出

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
業
産

沫
飛
の
係
関
儀
葬
は
回
今

予
の
こ
、
て
し
と
用
止
防

常
は
台
１
。
る
い
て
し
を
出
支
で
算

の
こ
を
分
置
設
に
室
務
事
め
た
の
設

務
総
は
台
１
う
も
、
し
出
支
で
算
予

。
る
い
て
し
用
使
て
り
借
ら
か
課

<

費
務
総
木
土

>

疑
質

員
議
南
中

幌
、
て
い
つ
に
線
別
遠
寄
名

る
い
て
し
を
了
終
は
側
内
加

側
別
遠
は
在
現
、
が
る
い
て
い
聞
と

開
、
が
う
思
と
る
い
て
し
を
事
工
の

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
設
建

め
た
い
弱
が
盤
路
の
側
別
遠

こ
手
干
若
に
等
事
工
強
補

は
ろ
こ
と
の
在
現
ば
め
進
に
り
通
画

。
る
い
て
い
聞
と
通
開
年
７
和
令

　

に
」
会
員
委
別
特
査
審
算
決
「
て
い
お
に
会
例
定
回
３
第
度
年
３
和
令

、
は
算
決
度
年
２
和
令
の
計
会
別
特
各
め
じ
は
を
計
会
般
一、
た
れ
さ
託
付

。
た
し
ま
し
定
決

　

。
す
ま
し
た
い
せ
ら
知
お
り
お
と
の
次、
し
粋
抜
を
疑
質
の
で
査
審
員
委

　

日
査
審
算
決
＊

　

年
３
和
令

月

）
間
日
３
（
日

　

員
委
会
員
委
別
特
＊

　

）
く
除
を
査
監
選
議
、
長
議
（
名
６
員
議

、
査
審
算
決
度
年
２
和
令

た
し
ま
れ
さ
定
認
て
全

！！
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９月

　　　 第３回議会定例会（幌加内）
　　　議会運営委員会（幌加内）

10月
）町川下（ 会例定会長議会議村町市部北川上　日７

　　　決算審査特別委員会（幌加内）

11月
）市別士（ 会時臨会議合組務事防消方地別士　日２

５日　幌加内町戦没者追悼式（幌加内）
６日　朱鞠内湖淡水漁業協同組合シンポジウム 

（朱鞠内）

　　　全国過疎地域連盟定期総会（東京都）

　　　議会議員研修（東京都）

　　　ほろたちスキー場安全祈願祭（幌加内）

　　　第５回議会臨時会（幌加内）

12月
２日　議会運営委員会（幌加内）
５日　陸上自衛隊第２音楽隊第46回定期演奏会

　　　（旭川市）

Ａ Ｑ

議会日誌 9～ 12月

言
一
の
し
た
わ

　

、
し
ご
過
で
内
加
幌
ら
か
て
れ
ま
生

幌
、
後
業
卒
校
高
き
行
へ
川
旭
で
校
高

3

ま
り
な
に
目
年

。
た
し

　

の
家
農
が
す
ま
り
あ
は
で
つ
ず
し
少

う
よ
も
事
仕
の
雪
除
の
季
冬
、
や
事
仕

。
た
し
ま
き
て
れ
慣
く
や

　

が
係
関
人
友
、
り
入
に
部
年
青
協
農

で
い
な
少
は
動
活
で
ナ
ロ
コ
、
し
加
増

。
す
ま
い
て
し
ご
過
く
し
楽
が
す

　

道
剣
た
い
て
け
続
ら
か
昔
は
で
近
最

さ
習
練
で
う
ほ
の
団
年
少
、
し
開
再
を

。
す
ま
い
て
い
頂
て
せ

　

い
て
し
感
実
を
実
充
の
味
趣
と
事
仕

。
す
ま

　

い
し
厳
だ
ま
だ
ま
で
さ
寒
と
ナ
ロ
コ

頑
命
懸
生
一
、
が
す
ま
き
づ
つ
が
冬

丸
田

　

ん
さ
伍
凌

<
険
保
護
介

>

疑
質

員
議
南
中

こ
る
な
と
味
意
の
ど
な
う
伝
手
で
償

な
礼
謝
の
手
助
、
ば
え
例
、
ら
か
と

。
か
の
い
な
き
で
更
変
に
言
文
の
ど

弁
答

　
　
　
　
　
　

長
課
祉
福
健
保

教
康
健
の
頭
、
は
て
い
つ
に

務
財
、
後
今
、
ら
か
と
こ
る
い
て
き

。
る
す
を
討
検
て
し
を
議
協
も
と
係

計
会
別
特

は
と
査
審
算
決
◎

　

認
、
て
し
査
審
を
算
決
出
歳
入
歳

が
会
議
、
い
行
を
査
審
る
す
関
に
定

に
正
適
て
い
つ
に
算
予
た
し
を
定
決

と
る
す
査
審
を
か
る
い
て
れ
さ
行
執

そ
て
い
づ
基
に
料
資
種
各
、
に
も
と

重
て
め
極
る
す
価
評
を
果
効
政
行
の

結
の
査
審
。
す
ま
り
あ
が
味
意
な
要

執
政
行
や
成
編
算
予
の
度
年
後
は
果

。
す
ま
れ
さ
か
生
に
行

中学生当時の田丸さん（写真左側） 剣道の練習風景
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染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

が
会
機
の
材
取
、
り
よ
に
大
拡

、
が
た
し
ま
い
で
ん
悩
か
う
よ

で
湖
内
鞠
朱
と
場

せ
ら
撮
を
子
様
た

。
た
し
ま
い
ら
も
て

　

up

ま
い
て
れ
さ

。
ね
い
さ
だ
く
て
見
て
し

　

言
と
ひ
の
ら
か
者
当
担

人　口 1,331人
（前月比－1）

男 661人
女 670人

まちの人口

）1－比月前（ 帯世127　］数帯世［

※1月末現在

す
ま
げ
上
し
申
み
や
く
お

月
１

日

浦
三
　

様
一
英

（

）
歳

す
ま
し
謝
感
に
志
厚
ご

日
１
月
２

　

様
子
理
依
浦
三

）
て
し
際
に
儀
葬
の
様一
英、
父
（

ひ
と
の
う
ご
き

２月号に誤りがありました
「３名の幌高生が三段位取得」
　×河辺さん
　〇河部さん

「お誕生おめでとう」
　倉内　柊くん
　×１１月　６日
　〇１１月１６日 
謹んでお詫び申し上げます。 

お詫びと訂正

　

ま
生
く
早
間
週
３
も
り
よ
日
定
予

ら
が
な
い
さ
小
は
体
。
子
が
我
た
れ

置
く
か
に
と
。
す
ま
し
出
い
思
を
と

出
お
は
で
今
、
が
た
し
で
々
日
た
い

を
想
愛
に
人
な
ん
ろ
い
度
る
す
け
か

う
よ
る
け
歩
。
す
ま
い
て
い
ま
り
ふ

。
ね
う
よ

林
小

　

斗
郁

ん
く）
と
く
い
（年

２
和
令

月

日

父　
大　
輝

ん
さ

母　
知　
邑

ん
さ


